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人 口と 面 積( 62. 6. 1)
世 帯229, 194
人 口634, 729 人
男321, 657 人
女313, 072 人

面 積53. 25km2
人囗密度11, 920 人/ km2
〈月2回( 5曰、20曰) 発行>

地

域

と

工

場

の

調
和
を
求
め
て

ー
工
場
実
態
調
査
報
告
か
ら

一一

一一

足
立
区
で
は
、
公
害
の
未
然
防
止
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
資
料
と
す
る
た
め
、
昨

年
、
区
内
工
場
の
実
態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
工
葉
の
概
興
は

、
ま
ち
の
活
性
化
を
進
め
る
原

勳
力
の
一
つ
と
し
て
欠
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
調
査
で
は

、
工
塲
と
住
宅
等
と
の
混
在
に
よ

る
問
題
点
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
解
消
し

、
地
域
と
工
場
の
よ
り
よ
い
調
和

を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
調
査
結
果
か
ら
、
足
立
の
エ
塲
の
特
色
、
現

状
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

足
立
の
工
場
の
特
色

K
内
に
は

、
東
京
都
公
害
防
止

条
側
に
該
当
す
る
エ
塲
が
I
巧
　

上
場
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
工
場

の
特
色
を
業
襍
、
用
途
地
域
な
ど

の
調
査
項
目
か
ら
み
る
と
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

□
業

種

ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
公
笊
製
乱

製
造
業
が
雎
も
多
く
、
区
全
体
て

は
1
6・
5
%

♀
7
8
0件)
と
な
っ

て
い
ま
す
。

区
の
地
場
産
寞
で
あ
る
皮
革
・

同
裂
品
製
造
業
、
冢
具
・
装
備
品

裂
薀
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
1
0・
3
り

卜

旧
件

、
4
・
3

ら匸

帛
作

で
す

、

□
用
途
地
域

「
第
丁
二
種
倥
居
専
用
地
域
」

お
よ
び
{
住
居
地
域
}
を
合
わ
せ

た
庄
居
系
地
域
で
の
立
地
は
、
全

体
の
3
3
・
9
%
(
3
千
固
倖
)
で

す

。
こ
の
こ
と
か
ら

、
エ
場
と
庄

罟
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す

。

□
作
業
場
面
積

2
5平
方
じ
以
下
の
上
場
が
2
8・
2
%

う

千
3
9件
)
、
2
6～
5
0平
方

じ
が
3
0
か
と
、
作
槧
場
面
嘖
5
0平

卜
ご
以
下
の
小
規
吹
な
工
場
が
貨

体
の
約
6
割
を
占
め
ま
す

。

□
従
業
員
数

3
人
し
下
が
5
4・
5
り

了

千

嵋
俚

、こ
れ
に
4

～
田
人
の
2
7・
7

‰
(
2

そ
辯
俚

を
台
わ
せ
る

と
、区
内
の
工
場
の
8
割
以
上
は
、

従
業
貝
数
1
0人
以
下
と
な
っ
て
い

ま
す
。

□
ブ
ロ
ッ
ク
別
分
布

対
象
工
場
の
分
布
状
况
は
左
図

の
と
お
り
で
す
。

千
住
、
本
木
、
梅
田
地
区
が
多

く
、
荒
川
周
辺
に
全
体
の
半
数
以

上
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

工
場
の
認
可
状
況

都
内
に
エ
場
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
人
は
、
東
京
都
公
害
防
虍
条

罔
で
、
エ
跼
設
置
認
可
を
受
け
る

こ
と
か
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。兮

回
調
良
対
喩
と
し
た
1
り
7
8
7

工
場
の
う
ち
、
す
で
に
認
呵
を
受

け
た
エ
場
は
5
4・
―
%
(
5

千
沺

什
)
で
す
。

こ
の
数
字
は
、
必
ず
し
も
満
足

の
い
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

。

し
か
し
現
在
、
認
可
を
受
け
て

い
な
い
工
場
の
う
ち
、
す
ぐ
に
も

認
可
が
受
け
ら
れ
る
も
の
や
、
若

ぞ
の
改
善
で

、
認
可
が
受
け
ら
れ

る
工
場
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
エ
場
へ
は
、公
害
の

禾
然
防
止
の
立
場
か
ら
、操
業
環

境
の
改
善
を
図
り
、
認
可
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

怏
適
環
境
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

こ
の
調
査
か
ら
、
区
内
の
エ
場

の
半
数
以
上
が
、
作
業
場
面
楠
5
0

平
力
卜
し
下
、
従
笑
貝
数
1
0人
以

ド
の
小
規
便
な
も
の
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
区
内
に
は
、
日
本

の
工
業
を
支

え
る
中
小
企

業
が
数
多
く

集
中
し
て
お

り
、
ま
た
、

か
な
り
の
技

術
の
集
積
も

あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

。方
、
(
イ

テ
ク
産
業
分

野
で
業
績
を

伸
ぱ
し
て
い

る
エ
場
や
伝

吮
的
工
芸
技

術
を
活
か
し

た
独
創
的
な

製
品
を
製
作

し
て
い
る
エ

場
も
あ
り
ま

す
。こ

の
こ
と

か
ら
足
立
区

に
は
、
今
後

の
展
閧
し
だ

い
で
浸
れ
た
企
業
が
弯
成
さ
れ
る

可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、区
で
は
こ
の
調
査

結
果
を
ふ
ま
え
、公
舎
の
未
然
防

止
を
図
り
、よ
り
快
適
な
濔
境
を

創
造
し
て
い
く
と
と
も
に
、
生
活

環
境
と
エ
場
立
地
の
調
和
を
図
り

な
が
ら
、活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
行
き
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
、
ご
理
解
、

こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Λ
環
境
課
　

事
業
者
の

皆
さ
ん
へ

工
場
設
匱
認
可
は
、
公
害
防
止

資
金
、
運
転
資
金
、
設
備
改
善
資

金
等
の
区
お
よ
び
東
亰
都
の
融
賣

あ
っ
せ
ん
を
受
け
る
と
き
の
条
件

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

工
場
の
認
可
を
受
け
て
い
な
い

エ
場
に
は
、
戰
員
が
直
接
訪
問
す

る
か
、
ま
た
は
、
文
書
等
で
認
可

の
ご
案
内
を
す
る
予
定
で
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
公
省
第
一

・
二
係

　
8
8
2
1
1
1
1㈹

うるおいのある地域環境をーー緑の協定

ブロック別工場数

6
2年
度
予
算
か
ら

(
4
)緑と
水
の
ま
ち
づ
く
り

足
立
区
は
、
周
囲
が
河
川
に

か
こ
ま
れ
、
水
路
が
網
の
目
の

よ
う
に
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い

ま
す

。

区
で
は
、
こ
の
責
暾
な
財
産

で
あ
る
水
と
自
然
環
境
を
生
か

し
た

、
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

□
親
水
水
路
の
整
備

第
二
次
幕
。本
計
画
で
は

、
7
0

年
度
ま
で
に
蒭
西
用
水
、
酋
賢

寺
剞
、本
木
堀
、八
ヶ
村
落
等
の

親
水
化
を
計
圃
し
て
い
ま
す

。

6
2年
度
で
は
、
五
反
野
親
水

緑
道
(
西
綾
瀬
一
一

二
丁
目
)

が
完
成
し
、
葛
西
用
水
(
大
谷

田
五
丁
目
)
、へ

ヶ
村
落
(
中
川

四
丁
目
)
が
新
規
に

。」
事
に
入

り
ま
す
。

□
公
園
の
新
設
・
整
偏

6
1年
4
月
現
印
、
X
内
の
公

園
総
面
植
は
約
1
9
0
D
で
、
区
民

―
人
当
り
3
平
ガ
イ
と
な
り
ま

す
。基

汞
計
画
の
目
吟
は
、
こ
の
2

倍
の
6
平
方
び
と
し
て
い
ま

す
。6

2年
度
で
は
、江
北
公
園
(
啀

浜
五
丁
目
)
な
ど
6
ヵ
所
の
新

設
と
、
吉
右
衛
門
堀
公
園
(
臾

保
木
間

。丁
目
)
な
ど
1
3カ
所

の
2
次
餡
陥
と
簡
。易
乃
成
を
H

い
ま
す
。

□
接
濳
緑
化
事
葉

緑
豊
か
な
ま
ち
の
蛾
観
の
創

出
、
W
住
環
境
の
快
適
昨
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
事
畝
防
止
の

た
め
に
、
区
で
は
遜
路
に
面
し

た
塀
の
生
垣
化
を
奨
励
し
て
い

ま
す
。

6
2年
哩
は
新
規
事
業
と
し

て
、
生
垣
に
し
て
く
だ
さ
る
区

民
の
方
に
対
し
て
、
L
亊
費
の

一
部
を
助
既
し
、
縁
化
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

区
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
公
共

緑
化
、
縁
化
啓
発
運
勣
、
緑
の

保
全
・
町
成
活
勣
を
展
閧
し
て

い
き
ま
す
が
、
区
民
の
忻
さ
ん

も
こ
自
分
の
庭
な
と
の
緑
化
の

推
進
に
ご
啗
力
を
お
頤
い
し
ま

す
。

A
本
庁
舎
・
予
算
課
　

第
9
回足

立
の
花
火
大
会

日 時

7
月
2
3日
困

午
後
7
時
1
5分
～

8
時
4
5分

(
雨
天
・
荒
天
の
場
合
・
:
2
4日
)

場 所

荒
川
河
川
敷

(
千
住
新
橋
～
西
新
井
橋
間
)

恒
例

※
く
ゎ
し
く
は
、
「
あ
だ
ち
広

報

」デ

月
2
0日
せ

で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先
足
立
区
靦
光
協
合
　

亊
務
Q
(
中
央
本
町
f
心
‥
・
経
　

済
課
内
)
　
纈
5
1
9
1
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燃えない建物に
建て替 え ませんか

不燃化促進事業のお知らせ

220 万円
助成します

区
で
は

、
大
震
火
災
の
時
の
安

全
な
避
難
路
、
延
焼
遮
断
帯
を
整

爾
す
る
た
め

、
不
燃
化
促
進
助
成

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
亊
業
は
、
不
燃
化
促
進
区

域
の
中
で
一
定
の
基
準
に
あ
っ
た

不
燃
建
築
物
を
建
て
る
方
に
、
助

成
金
を
さ
し
上
げ

。
燃
え
な
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
も
の
で

す
。今

年
は
、
日
光
衝
道
A
地
区

、

小
台
通
り
地
区
、
環
状
7
号
線
A

地
区

。
補
助
1
9
0兮
線
地
区
で
助
成

亊
業
を
閲
始
し
ま
し
た
。
そ
の
助

成
地
区
は
下
図
の
と
お
り
で
す
。

今
ま
で
の
4
地
区
と
合
わ
せ
て
、

現
在
8
地
区
で
助
成
事
業
を
行
つ

て
い
ま
す
。

安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く

る
た
め
、
こ
れ
ら
の
区
岐
で
建
物

を
建
て
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

助
成
内
容

下
表
の
と
お
り

対
象
地
区

(
1
)
補
助
Ⅲ
号
線
地
区

(
2
)
桜
土
手
通
り
地
区

(
3
)
旧
日
光
街
遵
地
区

(
4
)
補
助
1
3
8
号
線
地
区

(
5
)
日
光
衝
道
A
地
区
(
図
1
)

(
6
)
小
台
通
り
地
区
(
図
2
)
　

(
7
)
環
状
7
号
線
A
地
区

(図
1
)

(
8
)
補
助
圍
号
線
地
区
(
図
3
)
　
　

(
そ
れ
ぞ
れ
、
道
路
の
両
側
約

習

苡

内
が
不
燃
化
促
進
区
域
で

す
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
ま
ち
つ
く

り
課

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

助 成 内 容

図1

図2

図3

第1 回

足
立
区
観
光
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者
発
表

足
立
区
観
光
協
会
で

は

、
写
真
を
通
じ
て

「
ふ

る
さ
と
足
立
区

」
の
姿
を

広
く
紹
介
し

、
足
立
区
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る

た
め

、
第
1
回
足
立
区
観

光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
実

施
し
ま
し
た

。
図
点
の
応

募
が
あ
り
、
次
の
と
お
り

入
賓
者
が
決
定
し
ま
し

た

。(
敬
称
略
)

□
推
罵

逅
立
区
長
賞
》

武
田

裕

□
特
選

《
足
立
区
観
光
協
会

旻
賞
》

佐
藤
喜
市
、
鈴
木
金
治

□
準
特
選

《
東
京
商
工
会
議

所
足
立
支
郎
会
長
賞
》

金
子
孝
造

《
足
立
区
商
店
街
振
興
組
合

逓
合
会
理
搴
長
賞
》

広
瀬
君
代

《
足
立
区
写
真
連
盟
会
長
賞
》

若
林
久
一

こ
の
ほ
か
に
入
選
1
5名
。佳

作
2
0名
の
方
が
決
定
し
、6
月
5

日
、
勤
労
福
祉
会
館
で
授
賞

式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

足
立
区
観
光
協
会
亊
務
局
　

　
8
8
0
5
1
9
1

推薦「都市農業公園」
武 田 裕

老
人
医
療

届
き
ま
し
た
か

(
福
)
医
療
証

(
福
)
老
人
医
療
費
助
虞
制
度
は
、

保
険
診
療
の
自
己
負
担
額
(
本
人

一
部
負
担
金
を
除
く
)

を
助
成
す
る
東
京
都
の

制
度
で
す
。区
で
は
こ

の
制
度
に
該
当
す
る
方

に
、7
月
1
日
か
ら
使

用
す
る
(
福
)
医
療
証
を
お

送
り
し
ま
し
た
。

受
給
資
格
が
あ
る
の

に
届
か
な
い
方
、
巖
近

転
入
さ
れ
た
方
、
そ
の
他
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
方
は
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
方

▽
足
立
区
に
住
所
が
あ
り
、
大

正
6
年
7
月
2
日
か
ら
大
正
H
　

年
7
月
3
1日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方

▽
国
民
健
康
保
険
加
入
者

お
よ
び
社
会
保
険
等
の
被
扶
養

者

▽
所
寿
制
限
額
(
左
上
表
)

以
下
の
所
得
の
方

※
た
だ
し
、
老
人
保
健
法
の
医
療

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
や
、
生

活
保
護
(
医
療
扶
助
)
受
紿
者
、

社
会
保
険
等
の
被
保
険
者
の
方
は

該
当
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
老
人
医
9
　

係

　
靦
1
1
1
1
㈹

昭 和62 年 度
所得制限基準額表
( 昭和61年中の所得額)

● 6人以上… 1人にっ き33万円を加算

ご存じですか

一部負担金
の特例

7
0歳
以
上
(
一
定
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
方
は
6
5歳
以
上
)
で
、

老
人
保
健
法
医
療
証
を
お
持
ち
の

方
は
、入
院
時
の
一
部
負
担
金
は
1

日
椢
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

次
の
2
つ
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。1

、
低
所
寿
の
方
(
特
別
区
民
税

非
課
税
世
帯
の
老
齡
福
祉
年
金

受
給
者
)
は
、1
日
崩
円
で
2
　

ヵ
月
を
限
度
と
し
ま
す
。

2
、
特
定
呎
祠
の
方
(
人
工
腎
臓

を
便
用
し
て
い
る
慢
性
腎
不
全

・
血
友
訶
)
は
、
月
ご
と
に
1
　

万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

該
当
す
る
方
(
認
定
証
等
が
必

要
で
す
)
は
、
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
老

人
医
療
係

　
8
8
2
1
1
1
1㈹

く
ら
し
の

情

報

国民年金

こ
ん
な
と
き

届
出
を
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
の
加
入
者
が
次
の
(

1
)
～
(
6
)
に
該
当
し
た
と
き
は
、

必
ず
届
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

(
1
)
会
社
や
役
所
な
ど
に
就
職
　

し
て
、厚
生
年
金
や
共
済
組
　

合
の
年
金
制
度
の
加
入
者
に
　

な
っ
た
と
き
(
2
)
会
社
や
役
　

所
な
ど
を
退
職
し
た
と
き
　
(

3
)
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
　

加
入
者
と
結
婚
し
て
。夫
に
　

扶
養
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
　

と
き
(
4
)
ご
自
身
の
収
入
が
　

増
え
て
、夫
か
ら
扶
養
さ
れ
　

な
く
な
っ
た
と
き
(
サ
ラ
リ
　

ー
マ
ン
の
妻
)
(
5
)
ご
自
身
　

の
収
入
が
減
つ
て
、夫
に
扶
　

餮
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
　

き
(
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
)
　
(

6
)
夫
の
加
入
す
る
年
金
制
度
　

が
変
わ
っ
た
と
き
(
厚
生
年

金
1

共
済
組
合
)

ま
だ
届
出
を
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
旱
急
に
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

適
用
係

　
辧
5
1
5
1

国
民
年
金
保
険
料

納

付

相

談

皆
さ
ん
の
中
に
、
次
の
よ
う

な
こ
と
で
心
配
し
て
い
る
方
は

い
ま
せ
ん
か
。

▽
せ
っ
か
く
保
険
料
を
吶
め

て
い
た
の
に
、
途
中
か
ら
事

情
が
あ
っ
て
納
め
ら
れ
な
い

▽
未
納
期
間
が
長
く
な
り
、

も
う
年
金
は
受
け
ら
れ
な
い

の
で
は
な
い
か

▽
保
険
料

を
ま
と
め
て
納
め
る
の
が
む

ず
か
し
い

こ
の
よ
う
な
方
々
の
た
め

に
、
月
I
回
、I
カ
所
の
区
民

事
務
所
を
選
び
、
出
張
納
付
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。当
日

は
、
足
立
社
会
保
険
事
務
所
か

ら
も
専
門
官
が
参
加
し
、
質
問

や
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ

な
お
、
相
談
日
、
時
間
等
に

つ
い
て
は
、
町
会
、
自
治
会
を

通
じ
て
回
覧
に
よ
り
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
。

検
認
係

　
8
8
0
5
1
6
1

お
忘
れ
な
く

「
定
時
届
」の
提
出

2
0歳
前
の
病
気
等
に
よ
る
障

害
基
礎
年
金
や
、
陣
害
橸
祉
年

金
、
母
子
福
祉
年
金
か
ら
切
り

竡
え
ら
れ
た
障
害
基
碇
年
金
、

遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る

方
は
、
毎
年
「
定
時
届
」
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
定
時
届
は
、7
月
上
旬

に
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
必
ず

同
封
の
返
信
用
封
筒
(
青
色
)

で
国
民
年
金
課

へ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い

。

提
出
期
陂
7
　

月
3
1日
(
金
)
　

な
お
、
前
記

の
障
害
棊
礎
年

金
や
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
て

い
る
方
の
本
人

所
得
制
限
限
度

額
が
、8
月
か

ら
下
表
の
と
お

り
改
定
さ
れ
ま

す
。

問
合
せ
先

中

央
本
町
庁
舎
・
給
付
匳

　
8
8
0
5
1
6
1

税
金

納
期
後
の

取
り
扱
い

6
2年
度
の
特
別
区
民
税
・
都

民
税
第
1
期
分
の
納
付
は
お
済

み
で
し
ょ
う
か
。

納
期
限
は
6
月
3
0日
で
し
た

が
、
こ
の
日
を
過
ぎ
ま
す
と
高

利
率
の
延
蕎
金
が
加
算
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

。

ま
た
、
乕
吶
者
に
は
贄
促
状

や
催
告
釘
が
発
送
さ
れ

、
亊
燐

に
よ
っ
て
は
、
蓆
納
処
分
を
受

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

。

未
納
の
方
は
す
ぐ
納
め
て
く

た
さ
い
。
な
お
、
納
付
が
困
難

な
場
合
は
納
税
課
で
相
談
を
受

け
つ
け
ま
す

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

納
税
課

　
翻
5
0
9
6

福

祉

単
親
家
庭

休
養
ホ
ー
ム
案
内

父
子
・
母
子
鬯
帯
を
対
象

に
。
単
観
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
子

さ
ん
と
一
楮
の
夏
休
み
な
ど
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所

熱
酊
、
日
光
、
河
口
湖

等
1
1‥カ
所

宿
泊
料

無
料
(
た
だ
し
、
入

湯
税
等
は
自
己
負
担
)
。年
度

内
1
泊
限
り

申
込
方
法

直
接
窓
口
へ
。
母

子
年
金
、
児
童
扶
養
手
当
証

書
、
育
成
手
当
支
払
通
知
甫

な
ど
、
単
親
家
庭
が
確
認
で

き
る
も
の
を
持
参
の
こ
と

申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
事

務
所
、
ま
た
は
本
庁
舎
・
児

童
助
成
係

　
8
8
2
1
1
1
1
　

㈹聴
覚
・
音
声

言
語
障
害
者
の
方
ヘ

助
成
し
ま
す

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
購
入
費

聴
覚
・
音
声
・
筥
語
障
害
者

の
方
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
購
入

代
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

今
ま
で
は
、
ミ
ニ
フ
ァ
ッ
ク
ス

の
取
付
料
の
助
成
を
行
つ
て
き

ま
し
た
が
、
本
年
度
か
ら
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
喟
入
代
金
の
一
部
を

次
の
と
お
り
助
成
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

助
改
を
希
望
す
る
方
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
(
1
)
聴
覚
・
音
声
・
一
g
　

語
障
害
3
級
以
上
で
、
(
2
)
6
　

歳
以
上
、
(
3
)
世
帯
の
前
年
分
　

所
寿
税
4
万
2
千
円
以
下
で

あ
る
こ
と

助
成
内
容

▽
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

購
入
費
の
半
額
(
た
だ
し
、

6
万
円
ま
で
)

▽
取
付
料

に
つ
い
て
は
全
額

※
対
象
機
種
は
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
陣
害
福

祉
係

　
8
8
2
1
1
1
1㈹

訂

正
6

月
5
日
号

『
足
立
区
立
小
中
学
校
適

正
規
模
及
び
適
正
配
置
審

議
命

の
記
事
中
、
会
長

談
話
の
見
出
し
は
、「
中
間

報
告
」の
誤
り
で
し
た
。お

わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

本人 所得制限額早 見表
遣族基礎年金 障害基礎年金
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50 歳 の
健 康 診 断

現
在
、
文
明
病
や
改
人

詞
な
ど
の
疾
訶
冪
が
高
ま

つ
て
い
ま
す
。

足
立
区
で
も
'
s

歳
以

上
の
方
が
悪
性
新
生
物
、

脳
血
眥
・
心
疾
思
な
ど
の

原
因
で
死
亡
す
る
方
が
増

え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
あ
ら
た
に
5
0

歳
を
健
康
管
理
の
上

で
、
重
点
年
齡
と
位
置
づ

け
、
胃
と
循
環
器
系
の
健

康
診
査
を
同
時
に
行
う
5
0

歳
健
康
診
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

該
当
者
に
は
i
n
0
歳
の

誕
生
日
の
月
に
、
個
々
に

通
知
を
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
年
に
1
度
は
、
定
期

的
に
健
康
診
査
を
受
け
、

健
康
管
理
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
区
で
は
、
こ
の

他
に
胄
が
ん
・
子
宮
が
ん

検
黝
を
毎
月
、
行
つ
て
い

ま
す
。
実
施
日
、
申
込
方

法
な
ど
は
、
毎
月
5
日
号

の
「
あ
だ
ち
広
報
」
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
積
極
的

に
受
診
し
、
健
康
を
管
理

し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
保

健
予
防
係

　
8
8
2
1
1
　
1
1

㈹

定期
的
に
儺
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

みんなの健康
足 立 保 健 所 　855- 4151
干 住 保 髏 所 　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　696- 4004
柬 和 保 健 相 談 所 　606- 4171
中 央本 町保 健 相岐所 　880- 5351

私立幼稚園児の保護者の方へ
補
助
金
を
支
給
し
ま
す

私
立
幼
稚
園
や
幼
稚
園
類
似
施

設
に
幼
児
を
通
園
さ
せ
て
い
る
保

護
者
の
方
に
、
区
で
は
毎
年
、
補

助
金
を
年
2
回
に
分
け
て
支
給
し

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
4
～
9
月
の
6
ヵ
月

分
(
前
期
分
)
で
す
。
支
給
要
件

に
該
当
す
る
保
護
者
の
方
は
、
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
(
な
お
、
区

内
の
幼
稚
菌
類
似
施
設
は
。
花
畑

団
地
幼
児
教
室
の
I
園
で
す
)
。

補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
保
謾
者

▽
昭
和
6
2年
4
月
1
日
以
降
足
立

区
に
住
民
登
録
し
て
い
る
こ
と

▽
私
立
幼
碓
園
ま
た
は
幼
稚
園
類

似
施
設
に
在
籍
し
、
次
の
生
年

月
日
の
幼
児
を
も
つ
保
護
者
　

○
禹
5
歳
(
昭
和
5
6年
4
月
2
　

日
～
5
7年
4
月
1
日
生
)
　

○
満
4
歳
(
昭
和
5
7年
4
月
2
　

日
～
5
8年
4
月
1
日
生
)

○
満
3
歳
(
昭
和
5
8年
4
月
2
　

日
～
5
9
年
4
月
1
日
生
)

▽
保
育
料
を
、
9
月
分
ま
で
完
納

し
て
い
る
こ
と

補
助
金
の
額

い
ず
れ
も
、
7
千

8
0
0
円
(

月
額
)

支
給
時
期
1
0

月
下
旬
予
定

申
崎
方
法

▽
足
立
区
内
の
私
立
幼
稚
園
ま
た

は
幼
稚
園
類
似
施
設
に
在
籍
す

る
園
児
の
保
護
者
に
つ
い
て

は
、
圜
が
ま
と
め
て
申
請
す
る

方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。
園
か

ら
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い

▽
足
立
区
外
の
区
市
町
村
に
あ
る

私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼
稚
園
類

似
施
設
に
在
循
す
る
園
児
の
保

護
者
は
、本
人
が
直
接
、
教
育
委

員
会
学
事
第
二
係
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る
申
請

は
、受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

個
人
申
講
に
必
萋
な
も
の

▽
印
か
ん
(
朱
肉
使
用
の
も
の
)

▽
園
児
在
循
証
明
書
(
区
所
定
様

式
の
も
の
)

マ
支
払
い
は
口
座
振
込
の
た
め
、

保
護
者
名
儀
の
預
金
通
帳
(
郵

便
局
を
除
く
)
を
、
ご
持
参
く

だ
さ
い

そ
の
他

▽
庄
所
を
移
転
し
た
場
合
は
。
足

立
区
に
在
住
し
た
月
分
を
申
請

し
て
く
だ
さ
い

▽
申
請
書
類
は
、
幼
稚
園
ま
た
は

学
事
第
二
係
に
あ
り
ま
す

受
付
期
限
9

月
5
日
(
土
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
学
事
第
二

係

　
靦
1
1
1
1
㈹

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
9
)

大
正
H

年
3
月
3
日
、
京
都

の
岡
崎
公
会
堂
で
、
全
国
水
平

社
創
立
大
会
が
間
か
れ
ま
し

た
。大

会
の
地
元
地
区
で
あ
る
京

都
、
大
阪
、
奈
良
、
和
歐
山
、

濕
賀
、
三
璽
。
兵
應
の
各
盻
県

を
は
じ
め
、
柬
は
東
亰
、
埼
玉
、

静
岡
、
長
野
、
西
か
ら
は
島
根
、

岡
山
、
広
島
、
福
岡
、
大
分
な

ど
、
ほ
と
ん
ど
全
国
か
ら
約
2

千
名
の
人
ぴ
と
が
集
ま
り
、
同

和
問
笥
の
解
決
に
、
匣
史
的
な

第
一
歩
が
し
る
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
「
解
放
、
団
結
、

自
由
」
な
ど
と
大
書
さ
れ
た
幕

が
ひ
る
が
え
り
、
自
ら
の
力
で

人
間
と
し
て
の
自
由
と
平
等
を

か
ち
と
ろ
う
と
し
た
人
ぴ
と

が
、
こ
の
創
立
大
会
に
集
ま
っ

た
の
で
す
。

大
会
で
は
、
人
権
宣
言
と
も

い
う
ぺ
き
水
平
社
創
立
宣
言
が

読
み
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
格
調
高
い
創
立
宣
一菖
文

は
、
西
光
万
吉
氏
に
よ
っ
て
起

草
さ
れ
た
も
の
で
す
。
全
国
に

散
在
す
る
同
和
地
区
の
人
ぴ
と

が
団
結
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

こ
と
を
強
く
訴
え
て
お
り
、
最

後
は
「
人
の
皀
に
熱
あ
れ
、
人

閧
に
光
あ
れ
」
と
結
ん
で
い
ま

す
。こ

の
大
会
を
契
機
に
身
分
的

差
別
の
撤
廃
と
、
す
ぺ
て
の
人

関
が
平
等
に
く
ら
す
杠
会
を
め

ざ
し
て
水
平
邏
勳
が
成
立
し
た

の
で
す
。

水
平
社
の
創
立
は
、
長
い
閧

差
別
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
人

ぴ
と
に
、
力
と
勇
気
を
与
え
、

自
主
解
放
の
旗
の
も
と
、
各
地

で
ぞ
く
ぞ
く
と
水
平
社
の
支
部

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
創
立
大

会
の
1
年
後
に
は
京
都
以
下
3

府
6
県
で
約
6
0余
の
支
部
が
で

き
、
大
正
1
4年
に
は
溺
余
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

な
お
、
水
平
杜
と
い
う
名
は
1
7

世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
ピ
ュ
ー

リ
タ
ン
革
命
に
お
け
る
小
作

人
、
手
工
業
者
な
ど
の
組
繖
で

あ
る
「レ
ペ
ラ
ー
ズ
」
か
ら
考

え
つ
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。O

同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
本
庁
舎
・
同
和
対

策
担
当
へ
。

選

挙

農
業
委
員
会委

員
の
選
挙

I
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す
。こ
れ
は
、
昭
和
5
9

年
7
月
に
選
任
さ
れ
た
方

の
、
任
期
揖
了
に
伴
い
行
わ
れ

る
も
の
で
す
。

選
挙
人
に
は
、7
月
8
日
頃

入
場
整
理
券
を
郵
送
し
ま
す
。

指
定
さ
れ
た
投
票
所
に
、
本

人
が
匱
接
持
参
し
、
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

投
票
所
は
、区
内
に
9
ヵ
所

設
置
し
ま
す
。

投
票
日
時
7

月
1
2日
(
日
)
　

午
前
9
時
I
午
後
4
時

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
選
挙
管

理
委
貝
会
事
務
局

　
貎
1

1
1
1
㈹

おし
ら
せ

特
別
区
職
員
募
集

□
Ⅲ
類

受
験
賢
格

学
歴
を
問
わ
ず
、

昭
和
4
1年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
4
5年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

職
種
・
採
用
予
定
数

▽
事
務

…
約
2
2
0名

▽
土
木
…
若
干

名
郵
送
申
込
期
陂
9

月
3

日

(
木
)
、
当
日
消
印
有
効

持
参
申
込
期
間

▽
都
内
各
区

役
所
・・・
9
月
7
日
～
9
日
　

▽
特
別
区
人
事
委
與
会
事
務

局
試
験
課
・
:
9
月
7
日
～
1
0

第
1

次
試
験
曰
1
0

月
H

日

亘

□
保
健
婦

受
験
資
格

学
歴
を
問
わ
ず
、

昭
和
2
3年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
り
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で

、
保
健
婦
免
許

を
有
す
る
方
(
取
寿
見
込
可
)

採
用
予
定
敵

約
5
0名

郵
送
申
込
期
限
9

月
2
5
日

(
金
)
、
当
日
消
印
有
効

持
参
申
込
期
間

▽
都
内
各
区

役
所
・・・
9
月
2
8日
～
3
0日
　

▽
特
別
区
人
事
委
貝
会
亊
務

祕
試
験
課
・
:
9
月
2
8
日
～
1
0
　

月
1
日

賦
験
日
1
0

月
2
4日
(
土
)
A

申
込
方
法
Y

郵
送
申
込
先

特
別
区
人
事
委

臓
会
事
務
眤
試
験
課
(
〒
1
0
2
　

千
代
田
区
九
段
北
I
L
I
I
　
4
)

持
参
申
込
先

都
内
各
区
役
所

人
事
担
当
課
、
ま
た
は
特
別

区
人
串
委
員
会
亊
務
局
試
験

課
(
午
前
1
0時
～
午
後
5
時
)

問
合
せ
先

特
別
区
人
事
委
員

会
亭
務
局
試
験
課

　
2
6
5
0

職
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
案
内

千
住
曙
町
に
あ
っ
た
内
職
補

導
所
は

、
今
年
4
月
、
職
業
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
名
称
を
変

更
し

、
綬
瀬
一
丁
目
3
4
-
7
-
1
0
2
(

綾
瀬
ブ
ル
ミ
エ
内
)
に
移

転
し
ま
し
た
。

事
業
内
容

▽
内
職
相
談

▽

パ
ー
ト
職
業
相
談

▽
エ
業

用
ミ
シ
ン
技
能
講
習
会

▽

ワ
ー
ブ
ロ
講
習
会
な
ど

交
通

地
下
鉄
千
代
田
線
綾
瀬

駅
西
口
下
卑
、
徒
歩
3
分

問
合
せ
先

職
業
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
1

　
讎
3
5
8
4

建

物

★
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く
★

家
屋
等
を
新
築

さ
れ
た
方
ヘ

庄
居
表
示
整
爾
が
、
す
で
に

済
ん
で
い
る
地
域
内
に
、
家
屋

等
を
新
築
さ
れ
た
力
は
、
住
所

を
定
め
る
た
め
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
住
所

が
決
め
ら
れ
な
い
た
め
、
転
入

等
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。

届
け
出
に
は
、建
築
確
認
害

一
式
と
印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

住
居
表
示
係

　
固
5
0
3
　
1

建設工事施工統計調査

調査対象の事業所には
調査票を送付しましたので

ご協力をお願いします。
111申央本奪斤會I ;区民算統計懾{　s昨 勍3}

7
月
下
旬
発
売
し
ま
す

「
ふ
る
さ
と
足
立
」の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

「
水
と
緑
豊
か
な
虱
景
」
や

「
又
化
財

」
な
ど
、
足
立
区
に

ち
な
ん
だ
瞼
柄
の
テ
レ
ホ
ン
ヵ
I

ド
を
発
行
し
ま
す
。

種
類

①
水
と
緑
シ
リ
ー
ズ
…

都
市
晨
業
公
菌

②
庶
民
芸

術
シ
リ
ー
ズ
…
葛
飾
北
斎

「
弘
法
大
師
修
法
図

」(
西
新

井
大
師
所
蔵
)

③
文
化
財

シ
リ
ー
ズ
・
:如
意
輪
観
音
像

(
明
王
院
所
蔵
)

④
浮
世

絵
シ
リ
ー
ズ
・
:安
藤
広
重

「
千
住
の
大
は
し
」

販
売
予
定
価
格
1

枚
…
6
0
0
円

①
～
③
の
3
枚
セ
ッ
ト
は
台

紙
付
・・・千
瞋
円

発
売
日
、
販
売
窓
囗
、
絵
柄

な
ど
、
く
わ
し
く
は
、
7
月
2
0

日
号
の
「
あ
だ
ち
広
報
」で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

A
本
庁
舍
・
広
報
課
　

7
月
の
安
売
デ
ー

□
青
果
物
7

月
1
5日
(
水
丁

黄
緑
の
ノ
ポ
リ
の
あ
る
お
店

□
魚
7

月
1
7日
(金
)
…
青
い

ノ
ポ
リ
の
あ
る
お
店

主
催

足
立
区
青
果
安
売
り
デ

ー
協
議
会
、
関
東
水
産
物
商

業
協
同
組
合
西
新
井
支
部
・

千
住
支
部

後
援

足
立
区

A
中
央
本
町
庁
舎
・
経
済
課
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花 畑大鷲神社

獅子 舞

区
指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財
と

し
て
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
ら
れ

しなはた　
とり
i
じ争

る
花
畑
大
駑
神
社
の
獅
子
舞
を
次

の
通
り
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。(無
料
)

日
時
7

月
2
6日
百
)
、午
後
2
　

時
・
3
時
閲
屓
(
2
回
)

鳩
所

郷
土
溥
物
館

出
演

花
畑
大
駑
神
社
獅
子
舞
保

存
会

問
合
せ
先

痞
土
溥
物
館

　
6
2
0

郷
土
芸
能
観
賞
会

島
根
ば
や
し

島
根
町
に
2
0
0年
来
続
い
て
い
る

と
い
わ
れ
る
伝
統
あ
る
島
根
ぱ
や

し
を
行
い
ま
す

。
お
誘
い
あ
わ
せ

の
う
え
、
こ
観
賞
く
だ
さ
い

。(無

料
)

曰
時
7

月
1
2日
(
日
)
、午
後
2
　

時
・
3
時
閧
演
(
2
回
)

塲
所

郷
土
溥
物
館

出
演

島
根
ば
や
し
連
中

問
合
せ
先

翹
土
溥
物
館

　
6
2
0

夏
休
み

親
子

区
内
め
ぐ
り

区
内
の
施
般
を
バ
ス
で
ご

案
内
し
ま
す

。
覡
子
で
夏
の

楽
し
い
思
い
出
を
作
り
ま
せ

ん
か

。

日
畤
7

月
2
4日
(
金
)
、
午

前
9

時
～
午
後
4
時
頃

見
学
施
般

地
下
鉄
稜
願
エ

場
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、見
沼
代
観
水
公
園
、

都
市
農
業
公
園

対
象

区
内
在
住
の
小
学
生

と
そ
の
観
(
観
1
人
に
児

童
1
人
に
限
り
ま
す
)

定
a

観
子
2
0
組
(
申
し
込

み
多
数
の
際
は
抽
選
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に

観
子
の
氏
名
と
年
齡
、
学

年
、庄
所
、電
話
番
号
、「
親

子
施
設
め
ぐ
り
参
加
希

望

」
と
明
記
の
こ
と
(
1
　

世
帯
1
通
に
限
り
ま
す
)

※
昼
食
は
必
ず
ご
持
参
く
だ

さ
い

。尠
加
費
は
無
料
で
す

。

申
込
期
眼
7

月
1
0日
消
印

有
効

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

・
広
聰
係
(
〒
1
2
0千
住
1
　
-
4
1
1
8

　
8
8
2
1
1
1
　
1

㈹
)

第10回

少年魚つ り 大 会

集まれちびっこ

つ
り 仲間

日
時
8

月
2
日
(
日
)
、
▽
午

前
6
時
3
0分
～
7
時
1
5分
受

付

▽
午
前
7
時
3
0分
～
1
1
　

時
競
技

塲
所

応
西
用
水
ち
び
っ
子
釣

場
(
六
木
四
丁
目
3
番
地
先

、

亀
有
駅
北
囗
か
ら
東
武
パ
ス

ハ
烱
車
疸
行
き
桜
木
槝
北
詰

下
車
)

参
加
資
格
K

内
在
庄
の
小
学

校
3
年
～
中
学
校
3
年
生

定
員
3
0
0名

費
用

無
糾
葯
具
、エ
サ
、

ビ
ク
な
ど
魚
の
い
れ
物
は
各

自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
)

申
込
方
法

往
厦
(
ガ
キ
に
庄

所
、
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、

電
話
番
吁
を
記
入
の
こ
と

申
込
期
陂
7

月
1
8日
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

体
育
課
魚
つ
り
大
会
担
肖

(〒
1
2
0千
庄
l
j
4
-
1
8
　

　
8
8
2
-
1
1
1
㈹
)

ス
ズ
ム
シ
を

さ
し
あ
げ
ま
す

元
渕
江
公
園
生
物
館
で
飼
育
し

た
ス
ズ
ム
シ
を
無
料
で
さ
し
あ
げ

ま
す

。

配
布
日
程
7

月
2
5・
2
6日

配
布
場
所

元
渕
江
公
園
生
物
館

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
、
庄

所

、
氏
名
、
年
齡
、
電
話
番
号

、

「
ス
ズ
ム
シ
希
望
」
と
書
き
、

返
信
用
の
あ
て
先
に
住
所
、
氏

名
を
必
ず
記
入
の
こ
と

※
申
し
込
み
多
数
の
際
は
抽
選
。

申
込
期
限
7

月
1
8日
消
印
有
効

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
公
園
骨

理
事
務
所
(

〒
ほ
崚
瀬
2
-
　
3
0
-
6

　
6
0
2
8
8
3
6
)

第
1
7期
区
民
大
学
公
開
講
座

日
本
の
国
際
化

气

私
た
ち
の
社
会
に
国
際
化

の
波
が
打
ち
寄
せ
て
い
ま
す
。

日
本
の
果
た
す
役
割
、
私
た
ち

の
進
む
ぺ
き
方
向
に
つ
い
て
、外

国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
目
か
ら

解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
7

月
2
4日
(
金
)
、午
険
6
　

時
3
0分
～
8
時
3
0分

場
所

勦
労
福
祉
会
館
(
綾
瀬
プ

ル
ミ
エ
内
)

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
成
人

講
師

ユ

ーデ
ーカ
ー
ン
ーユ
ス

フ
ザ
イ
(
ア
ラ
ブ
ニ
ュ
ー
ズ
特

派
員
)

定
員
1
0
0名
(
無
料
)

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
又

化
係

　
8
8
2
-―I
I
㈹

第
4
0回
区
民
体
育
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
程
9

月
6
日
～
2
7日
、午
前

9
時
か
ら

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ほ
か

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
勣
・

在
学
の
万

親
技
方
法

男
女
別
卜
-
ナ
メ
ン

費
用
I

チ
ー
ム
…
5
千
円

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
、
男
女
の

別
、
チ
ー
ム
名
、
代
表
者
の
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入

の
こ
と

申
込
期
限
8

月
5
日
(
必
咎
)

代
表
者
会
議
8

月
2
6日
、
午
後

6
時
3
0分
か
ら
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

審
判
講
習
会
8

月
3
0日

申
込
・
問
合
せ
先

バ
ス
ケ
ッ
ト

ポ
ー
ル
連
盟
亊
務
局
、
阿
出
川

(
〒
1
2
0足
立
4
-
3
9
-
2
2

ス

ポ
ー
ツ
デ
イ
ト
内

　
8
8
6
2
4
　
2
0
)

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

投
映
の
一
時
休
止

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
、
毎
週
土

曜
日
に
投
映
を
行
つ
て
い
ま
す

が
、
新
型
の
投
映
機
に
取
り
晉
え

る
た
め
、
一
時
投
映
を
お
休
み
し

ま
す
。

休
止
期
聞
7

月
1
1日
～
1
0月
3
1

問
合
せ
先

教
育
セ
ン
タ
ー
　

　
8
5
0
8
8
0
1

ひ
ろ

ば

=
募

集
=

☆
合
唱
団
四
季
(
女
声
3

部
コ

ー
ラ
ス
)

毎
週
土
曜
日

、午
後
2

時
3
0分
～
4
時
3
0分
/
千
寿

第
八
小
音
楽
室
/

入
会
金
千

円
、
月
額
千
円
/
▽
星
野
　
眤

☆
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
員
募
集

随
時
受
付
中
/
小
学
1
年
生

以
上
/
▽
三
浦
　
莇
8
2
6
9

☆
子
ど
も
と
女
性
将
棋
教
室

子
ど
も
…
毎
週
土
曜
日
、
午
後
2

時
～
4
時
/
女
性
・
:
毎
週
火

曜
日
、
午
唆
1
時
～
8

時
/
正

和
将
棋
ク
ラ
ブ
(
千
庄
柳
町
3
8
-
6
)
/

区
内
小
学
生
、
区
内

在
住
・
在
勤
の
女
性
/
子
ど
も

無
料
、
女
性
月
額
2
千
円
/
日

本
将
棋
連
盟
足
立
支
部
▽
宮
本

　
8
8
2
4
0
8
3

☆
桜
会

花
柳
流
日
舞
の
サ
ー

ク
ル
/

毎
月
第
I
・
2
・
3
土

曜
日
、
午
前
1
0時
3
0分
～
正
午
/

中
央
本
町
社
会
教
育
館
/
月

額
千
5
0
0冂/
▽
吉
田
　
8
8
6
9
7

☆
静
風
会
(
煎
茶
道
)

金
曜

日
に
月
3
回
/
午
前
1
0時
～
正

午
/
青
年
館
/
月
額
2
千
円
/

東
阿
部
阮
、
年
齢
不
問
/
▽
毛

塚
　
瞋
0
9
3
5

☆
俳
圃
同
好
会

水
墨
回
の
勉

強
を
し
て
い
ま
す
/
毎
月
第
2

・
4
火
曜
日
、
午
前
1
0
時
～
正

午
/
中
央
本
町
社
会
教
育
館
/

講
師
・・・
佐
藤
天
真
/
▽
鈴
木
　

捌
1
9
7
0
(

夜
)

☆
レ
イ
ン
ボ
ー
サ
ー
ク
ル
(
社

交
ダ
ン
ス
)
朷
級
ク
ラ
ス
…

主
に
日
曜
日
、午
後
7
時
3
0
分

か
ら
/
中
央
本
町
社
会
教
育
館
/

入
会
金
2
千
円
、月
額
3
千

円
/
男
性
歓
迎
、中
級
(
土
曜
)
、

上
級
(
水
疆
)
あ
り
/
▽
大
石

捌
3
4
5
7

☆
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
F
(
社
交

ダ
ン
ス
)
毎
週
金
曜
日
、午

後
7
時
～
9
時
1
5
分
/
中
央
本

町
社
会
教
育
館
/
2
0
～
4
0
歳
の

中
級
者
/
入
会
金
2
千
円
、月

額
3
千
円
/
▽
堤
　
巍
0
7
0

2
(
金
曜
日
を
除
く
夜
)

☆
伊
興
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
朷

級
者
を
対
象
に
社
交
ダ
ン
ス
/

毎
週
水
堽
日
、
午
後
1
時
～
3

時
/
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル
体
育

室
/
入
会
金
千
円
、月
額
3
千

円
/
▽
国
井
　
8
9
9
2
1
7
0

☆
洗
心
会
(
剛
柔
流
空
手
)

朷
心
者
歓
迎
、ホ
・
中
・
高
校

生
、一
般
あ
り
/
主
に
日
曜
日

(
月
3
回
)
、午
後
1
時
～
4
時

3
0
分
/
中
央
本
町
社
会
教
育
館
/

▽
黒
川
　
鰯
1
7
8
3

☆
足
立
太
極
挙
ク
ラ
ブ
老
若

男
女
不
問
/
毎
週
土
曜
日
、午

前
1
0
時
～
1
1
い
時
3
0
分
/
中
央
本

町
体
育
館
/
月
額
2
千
円
/
▽

渋
谷
(
3
8
8
6
6
0
0
4

☆
足
立
区
居
合
道
連
盟
肓
週

金
曜
日
、午
後
6
時
3
0
分
～
9

時
/
東
綾
瀬
中
学
校
体
彎
館
/

入
会
金
千
円
、月
額
千
円
(
中

学
生
以
下
は
入
会
金
の
み
)
/

▽
児
矢
野
　
呱
4
1
7
8

☆
保
塚
ヨ
ガ
ク
ラ
ブ

朷
心
者

か
ら
中
級
ま
で
/
毎
週
金
曜

日
、午
前
1
0
時
～
H
時
3
0
分
/

保
塚
社
会
教
育
館
/
入
会
金
圈

円
、月
額
2
千
5
0
0
円
/
▽
村
田

8
8
9
9
6
6
9

☆
地
域
障
害
者
友
の
会
障
害

を
持
つ
者
同
恚
の
交
友
を
/
年

4
回
ほ
ど
ニ
ュ
ー
ス
発
行
/
年

会
費
千
旛
円
/
▽
木
内
　
刪
4

☆
峰
の
会
(
リ
ズ
ム
ー
ジ
ャ
ズ

体
操
)
初
心
者
、主
婦
向
き
/

毎
週
火
曜
日
、午
前
1
0
時
～

1
1
‥
時
3
0
分
/
保
塚
杜
会
教
育
館
/

入
会
金
2
千
円
、1
回
溺
円
/

▽
佐
藤
　
8
8
4
7
8
8
7

☆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
ひ
ま
わ
り

中
・
高
年
、朷
心
者
歓
迎
/
毎

週
月
曜
日
、午
後
2
時
I
3
時

3
0
分
/
太
陽
信
金
北
足
立
支
店

(
西
伊
輿
町
)
/
入
会
金
千
円
、

月
額
3
千
円
/
▽
田
村
　
8
9
7
9

☆
B
・
H
ク
ラ
プ
(
ジ
ャ
ズ
体

操
)
毎
週
金
曜
日
、午
前
1
0

時
～
H
時
3
0
分
/
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
剣
遜
場
/
入
会
金

2
千
円
、月
額
2
千
円
/
▽
芳

賀
　
a
6
0
4
9
(

優
)

☆
s
K
T
レ
デ
ィ
ス
ク
ラ
ブ

毎
週
火
曜
日
・
:
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

毎
週
木
曜
日
・
:
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
/

午
前
9
時
4
5
分
か
ら
1
時
問

ず
つ
2
回
/
栗
原
団
地
渠
会
所

/
週
2
回
に
つ
き
3
千
円
/
T

佐
藤
　
8
5
9
2
6
5
3

☆
ル
ン
ル
ン
会
(
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
)
朷
・
中
級
コ
ー
ス
あ
り
/

毎
週
火
・
金
曜
日
、午
浚
6

時
3
0
分
～
8
時
/
主
に
中
央
木

町
体
育
館
/
入
会
金
2
T
円
、

月
額
(
火
瑶
…
3
千
円
、
金
曜

・
:
3
千
5
0
0
円
、
両
日
…
5
千
円
)
/

▽
笹
原
　
6
2
0
4
9
8
2
(夜
)

☆
花
保
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル

毎
週
木
曜
日

、
午
後
7
時

3
0
分
～
9
時
/
花
保
住
区
セ
ン

タ
ー
/
入
会
金
2
千
円
、月
額

3
千
円
/
▽
石
塚
　
8
8
5
6
5
9

7

吊

唆
7
時
3
0分
以
降
)

☆
フ
レ
ッ
シ
ュ
(
ジ
ャ
ズ
ー
リ

ズ
ム
体
操
)
朷
心
者
、主
婦

向
き
/
毎
週
木
曜
日
、午
前
1
0

時
～
1
1
時
3
0
分
、午
汝
7
時
～

8
時
3
0
分
/
太
陽
卮
金
干
住
支

店
/
入
会
金
2
千
円
、―
回
峩

円
/
▽
木
Ⅲ
　
m
3
8
8
5

☆
ケ
ン
チ
ャ
ン
ズ
ジ
フ
ト
ボ

ー
ル
)
女
了
小
・
中
学
生
の

チ
ー
ム
ノ
日
曜
・
祭
日
ノ
江
北

縁
地
グ
ラ
ン
ド
ノ
月
額
千
円
、

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
実
費
/
　
坂
　

刪
2
9
7
2
(

夜
)

☆
リ
バ
テ
″
『
硬
式
テ
ニ
ス
』
　

土
・
囗
曜
囗
、祭
囗
/
区
営

コ
ー
ト
/
入
会
金
3
千
円
、月

額
千
5
0
0
円
/
抽
選
会
に
年
4
回

以
上
出
席
す
る
こ
と
/
▽
大
哭

細
4
6
1
6
(

些

☆
ア
カ
シ
ヤ
ク
ー
フ
ブ
(
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
)
肓
週
火
曜
日
、午

前
1
0
時
～
1
2
時
3
0
分
/
中
臾
本

町
体
育
館
/
月
額
千
5
0
0
円
/
女

性
に
限
る
/
▽
内
田
　
8
9
7
5
4
　

=
催
し
も
の
I

☆
第
4
回
四
季
展
7
月
1
5
日

～
1
9
日
、午
前
1
0
時
～
午
唆
6

時
/
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
/
作

品
募
集
中
、
7
月
1
0
日
頃
ま
で

洋
圃
、
日
本
画
、
版
画
な
ど
作
品

自
由
/
出
品
料
2
千
迦
円
/
四

季
の
会
マ
矢
沢
　
8
9
8
6
8
0
8

☆
夏
の
絵
日
記
旅
行

小
学
生

を
対
象
に
、
川
遊
び
、
バ
ー
ペ

キ
ュ
ー
、キ
ャ
ン
ブ
な
ど
を
し

ま
す
/
7
月
2
3
日
1
2
5
日
(
2

泊
3
口
)
/
伊
豆
・
天
城
(
リ

ス
コ
ー
ト
Y
H
/
1
万
5
千
円
　

(
交
通
費
込
み
)
/
成
蹊
大
学

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
ク
ラ
ブ
▽
木

村
　
8
8
1
9
8
5
2

☆
足
立
子
ど
も
劇
場
会
員
募
集
　

観
子
で
生
の
舞
台
を
見
ま
す
/

7
月
1
2
日
、
プ
ー
ク
「H
ぴ

き
の
ね
こ
」文
化
会
館
/
大
人

・
子
ど
も
と
も
に
入
会
金
旛

円
、月
額
6
0
0
円
/
▽
咀
立
子
ど

も
劇
場
　
8
8
3
9
7
3
8
(
昼
)

☆
子
ど
も
に
学
ぶ
家
庭
教
育
講

演
会
7
月
9
日
、午
前
1
0
時

～
正
午
/
産
笑
振
興
館
/
無
料
/

や
る
気
を
育
て
る
に
は
/
保

育
室
あ
り
/
足
立
家
底
教
育
研

究
会
マ
山
村
　
8
8
2
5
5
6
3

☆
硬
式
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

↓
ジ
ュ
ニ
ア
男
女
別
シ
ン
グ
ル

ス
(
1
8
歳
以
下
、1
5
歳
以
下
)
/

8
月
1
7
・
1
8
日
(
予
備
2
1

日
)
、午
前
9
時
～
午
険
7
時
/

1
名
千
円
②
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　

(
区
内
在
住
・
在
勣
の
婦
人
お

よ
び
女
子
大
学
生
)
/
9
月
7

・
8
日
(
予
爾
1
4
日
)
、午
前
9

時
I
午
後
6
時
/
1
組
2
千
円
/

と
も
に
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
/
往
廈
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、性
別
、年
齢
、職
業
(
学

校
名
)
を
記
入
/
①
7
月
1
5
日
s

8
月
2
5
日
(
必
咎
)
/
▽
浦

中
(
〒
1
2
1竹
の
嗷
4
-
3
-
2
5

工

　一

　
腦
5
5
3
6
)

※
先
着
順
で

、1
団

体
1
事
業
、3

ヵ
月

間
再
掲
載
は
で
き
ま

せ
ん
。

【投
稿
規
程
】サ
ー
ク
ル
情
報
、催
し
も
の
な
ど
の
案
内

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
/
営
利
、宗
教
、政
冶
目
的
の
も
の
、

投
稿
内
容
が
不
爾
の
も
の
は
掲
敢
で
孝
ま
せ
ん
/
先
6
順
/

―
団
体
―
事
業
と
し
て
3
ヵ
月
問
再
掲
載
は
不
可
/
原
糢
は

手
短
か
に
ま
と
め
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、団
体
名
、

費
用
(
金
額
・
使
途
)
、電
話
運
絡
先
(
昼
)
を
明
記
し
て
、

郵
送
ま
た
は
持
参
の
こ
と
/
採
否
は
連
絡
し
ま
せ
ん
/
掲
載

後
の
貴
任
は
負
い
ま
せ
ん
/
締
切
り
は
、発
行
日
1
ヵ
月
前

投
稿
・
問
合
せ
先
広
報
課
(
〒
1
2
0
千
僅
1
-
4
-
-
1
8
)

掲示板

お
忘
れ
な
く

所
得
税
第
1
期
分
の
納
期

限
は
了
月
3
1日
で
す

納
税
は
囗
座
振
鰆
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

《
足
立
・
西
新
井
税
務
薯
》

□
無
料
法
律
・
法
務
総
合
相
談

日
時
7

月
2
1・
2
2日
、
午
前

1
0時
～
午
後
3
時

塲
所

西
武
池
袋
店
7
階
く
ら

し
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

内
容

遺
言
等
公
正
証
書
の
作

成
、
人
権
問
嘔
、
登
記
な
ど

問
合
せ
先

東
亰
法
務
局
人
権

擁
護
部

　
Ⅲ
6
2
3
1
㈹

・
夏
休
み
親
子

水
道
施
殴
見
学
会

実
施
期
間
8

月
1
8日
～
2
8日

対
象

小
学
4
年
生
と
そ
の
保

護
者
(
計
千
剳
名
)

内
容

山
口
貯
水
池
、
東
村
山

浄
水
場
な
ど
4
コ
ー
ス

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ

申
込
期
眼
7

月
2
0日
必
櫞

く
わ
し
く
は
、
都
・
水
道
局

広
報
課
見
学
会
係
(
〒
園
千
代

田
区
丸
の
内
3
-
8
-
1

　
2
1
2
2
0
9
4
)

へ
。

□
ふ
す
ま
張
り
(朷
級
)
講
習

日
程
8

月
4
日
～
1
1日
(
6
　

日
間
)
、
午
後
1
時
～
4
時

対
象

お
お
む
ね
5
0歳
以
上
の

方
(
男
女
不
問
)

費
用
2

千
円

申
込
方
法
7

月
6
日
～
1
1
　

曰
、
午
前
8
時
3
0分
～
午
後

7
時
呈
曜
日
は
正
午
ま
で
)

に
直
接
、
費
用
を
持
参
し
て

窓
ロ
ヘ
(
先
柵
順
3
0名
)

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
都
　

立
足
立
高
等
職
業
技
術
専
門
　

校
(
縵
瀬
5
-
6
-
1
、　
　

莇
6
1
4
旦

7
月
は
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
第
2
期
分
の

納
期
で
す

忘
れ
ず
に
お
近
く
の
金

融
機
関
、都
税
事
務
所
へ
。

Λ
足
立
都
税
事
務
所
▽

□
少
年
相
談
所
の
開
設

お
子
さ
ん
に
関
す
る
相
談
ご

と
全
般
。
専
門
相
談
蕀
が
心
理

テ
ス
ト
も
行
い
ま
す

。
秘
密
は

固
く
守
り
ま
す
。(
無
料
)

日
時
7

月
1
6日
1
2
1
日
、
午

前
1
0時
～
午
唆
5

時

場
所

松
坂
屋
上
野
店
本
館
6
　

階
催
事
場

問
合
せ
先

齧
俔
庁
少
年
第
一

課
(
少
年
相
談
室
)
　
5
8
1
4
3
　
2
1

㈹

□
「
語
り
つ
ぐ
ふ
る
さ
と
東
亰
」

手

紀

募

集

明
冶
、
大
正
、
昭
和
の
柬
亰

の
く
ら
し
、
風
物
、
で
き
亊
等

を
手
記
に
し
て

、
次
の
匣
代
へ

語
り
つ
い
で
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

現
在
、
ま
た
は
か
つ
て

都
内
に
在
庄
ま
た
は
在
動
し

た
6
0歳
以
上
の
方

申
込
方
法

原
稿
用
紙
(
4
0
0宇

話
)
5
～
1
0枚
に
ま
と
め
、弯

名
、氏
名
、住
所

、年
齢
、電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
郵
送
の

こ
と
百

月
下
旬
審
査
発
表
)

申
込
期
限
7

月
3
1日
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

都
・
社
会

橸
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
(
〒
1
6
2
　

新
宿
区
神
楽
河
庠
2
1
1
1
　

　
2
3
5
1
1
6
7
)

S. T. U. A. 231. 000


